
脳卒中患者意識調査　（データ編）

Copyright © 2009日本医療政策機構 市民医療協議会 1/7

集計結果一覧

調査票発送ルート
回答数 パーセント

日本脳卒中協会経由 549 54.1
全国脳卒中者友の会連合会経由 466 45.9

総計 1,015 100.0

Q【1】（1） このアンケートのご記入者について、当てはまるところに○をつけてください
回答数 パーセント

患者本人 639 63.0
ご家族 275 27.1
その他 25 2.5
無回答 76 7.5
総計 1,015 100.0

Q【1】（2） 患者さんについて、ご記入ください（年代、2009年現在）
回答数 パーセント

50歳未満 59 5.8
50代 111 10.9
60代 325 32.0
70代 322 31.7

80歳以上 116 11.4
無回答 82 8.1
総計 1,015 100.0

Q【1】（2） 患者さんについて、ご記入ください（性別）
回答数 パーセント

男性 654 64.4
女性 300 29.6

無回答 61 6.0
総計 1,015 100.0

Q【1】（2） 患者さんについて、ご記入ください（脳卒中を起こした時期）
回答数 パーセント

50歳未満 158 15.6
50代 295 29.1
60代 258 25.4
70代 120 11.8

80歳以上 31 3.1
無回答 153 15.1
総計 1,015 100.0

Q【1】（3） お住まいの都道府県およびご所属の友の会について、ご記入ください
回答数 パーセント

北海道・東北 250 24.6
関東 129 12.7

中部・東海 116 11.4
近畿 294 29.0

中国・四国 113 11.1
九州・沖縄 59 5.8

無回答 54 5.3
総計 1,015 100.0
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Q【1】（4） 患者さんについて、当てはまる疾患名に○をつけてください（複数回答）
回答数 パーセント

脳梗塞 626 61.7
脳出血 301 29.7

くも膜下出血 75 7.4
その他 32 3.2
無回答 28 2.8
総計 1,015 100.0

Q【1】(5) 患者さんの要介護状態区分について、当てはまるところに○をつけてください
回答数 パーセント

認定を受けていない 443 43.6
要支援 131 12.9
要介護1 82 8.1
要介護2 142 14.0
要介護3 72 7.1
要介護4 41 4.0
要介護5 25 2.5

不明 32 3.2
無回答 47 4.6
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
3時間以内 505 49.8

3時間～12時間 278 27.4
12時間～24時間 76 7.5

24時間以上 108 10.6
無回答 48 4.7
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても重要 834 82.2
やや重要 97 9.6

あまり重要でない 17 1.7
全く重要でない 3 0.3

無回答 64 6.3
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても満足 114 11.2
やや満足 269 26.5
やや不満 314 30.9
とても不満 212 20.9

無回答 106 10.4
総計 1,015 100.0

Q【1】（6） 脳卒中発症時、発症から受診までの所要時間はどのくらいでしたか。当てはまるところに○を
つけてください

Q【2】（1）① 国民に向けた、脳卒中についての知識（予防方法、症状、発症時の対応など）の普及が行
われている（重要度）

Q【2】（1）① 国民に向けた、脳卒中についての知識（予防方法、症状、発症時の対応など）の普及が行
われている（満足度）

Q【2】 脳卒中医療における以下の課題それぞれについて、どの程度重要な課題か、そして現状にどの程
度満足しているかをお答えください
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回答数 パーセント
とても重要 917 90.3
やや重要 43 4.2

あまり重要でない 9 0.9
全く重要でない 3 0.3

無回答 43 4.2
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても満足 177 17.4
やや満足 270 26.6
やや不満 283 27.9
とても不満 183 18.0

無回答 102 10.0
総計 1,015 100.0

Q【2】（1）③ 必要なリハビリ治療を十分に納得のいくまで受けられている（重要度）
回答数 パーセント

とても重要 810 79.8
やや重要 97 9.6

あまり重要でない 15 1.5
全く重要でない 6 0.6

無回答 87 8.6
総計 1,015 100.0

Q【2】（1）③ 必要なリハビリ治療を十分に納得のいくまで受けられている（満足度）
回答数 パーセント

とても満足 139 13.7
やや満足 249 24.5
やや不満 273 26.9
とても不満 236 23.3

無回答 118 11.6
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても重要 764 75.3
やや重要 147 14.5

あまり重要でない 17 1.7
全く重要でない 7 0.7

無回答 80 7.9
総計 1,015 100.0

Q【2】（1）② 全国どこでも、24時間いつでも、救急車を呼べば専門的治療を受けられる病院に救急搬送
され、速やかに標準的で質のよい脳卒中治療を受けられる（重要度）

Q【2】（1）② 全国どこでも、24時間いつでも、救急車を呼べば専門的治療を受けられる病院に救急搬送
され、速やかに標準的で質のよい脳卒中治療を受けられる（満足度）

Q【2】（1）④ 地域の脳卒中診療（急性期治療、回復期治療）を担う医療機関について、必要な情報が公
開されている（重要度）
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回答数 パーセント
とても満足 96 9.5
やや満足 254 25.0
やや不満 348 34.3
とても不満 209 20.6

無回答 108 10.6
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても重要 728 71.7
やや重要 157 15.5

あまり重要でない 23 2.3
全く重要でない 6 0.6

無回答 101 10.0
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても満足 94 9.3
やや満足 267 26.3
やや不満 325 32.0
とても不満 195 19.2

無回答 134 13.2
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても重要 749 73.8
やや重要 136 13.4

あまり重要でない 18 1.8
全く重要でない 8 0.8

無回答 104 10.2
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても満足 136 13.4
やや満足 294 29.0
やや不満 275 27.1
とても不満 182 17.9

無回答 128 12.6
総計 1,015 100.0

Q【2】（1）④ 地域の脳卒中診療（急性期治療、回復期治療）を担う医療機関について、必要な情報が公
開されている（満足度）

Q【2】（1）⑤ 医療機関やリハビリ施設、居宅介護事業所などの施設間の連携がとれている（重要度）

Q【2】（1）⑤ 医療機関やリハビリ施設、居宅介護事業所などの施設間の連携がとれている（満足度）

Q【2】（1）⑥ 医療機関を退院して自宅に戻った後、十分な医療や介護を受けられている（重要度）

Q【2】（1）⑥ 医療機関を退院して自宅に戻った後、十分な医療や介護を受けられている（満足度）
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回答数 パーセント
とても重要 620 61.1
やや重要 237 23.3

あまり重要でない 50 4.9
全く重要でない 11 1.1

無回答 97 9.6
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても満足 68 6.7
やや満足 209 20.6
やや不満 359 35.4
とても不満 244 24.0

無回答 135 13.3
総計 1,015 100.0

Q【2】（1）⑧ 脳卒中医療政策に患者や市民の声が反映されている（重要度）
回答数 パーセント

とても重要 683 67.3
やや重要 189 18.6

あまり重要でない 26 2.6
全く重要でない 11 1.1

無回答 106 10.4
総計 1,015 100.0

Q【2】（1）⑧ 脳卒中医療政策に患者や市民の声が反映されている（満足度）
回答数 パーセント

とても満足 56 5.5
やや満足 190 18.7
やや不満 361 35.6
とても不満 276 27.2

無回答 132 13.0
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても重要 716 70.5
やや重要 154 15.2

あまり重要でない 32 3.2
全く重要でない 11 1.1

無回答 102 10.0
総計 1,015 100.0

Q【2】（1）⑦ 国や都道府県のレベルで、脳卒中の発症率、救急搬送状況、医療機関での治療内容、治療
成績、後遺症の状況、介護している家族の状況など、脳卒中の現状について調査され、公表されている
（重要度）

Q【2】（1）⑦ 国や都道府県のレベルで、脳卒中の発症率、救急搬送状況、医療機関での治療内容、治療
成績、後遺症の状況、介護している家族の状況など、脳卒中の現状について調査され、公表されている
（満足度）

Q【2】（1）⑨ 患者の悩みや現場での課題について、国をあげた取り組みが行われている（重要度）
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回答数 パーセント
とても満足 48 4.7
やや満足 158 15.6
やや不満 318 31.3
とても不満 369 36.4

無回答 122 12.0
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても満足 60 5.9
やや満足 291 28.7
やや不満 346 34.1
とても不満 265 26.1

無回答 53 5.2
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
強くそう思う 804 79.2
ややそう思う 137 13.5

あまりそう思わない 20 2.0
まったくそう思わない 6 0.6

無回答 48 4.7
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
知っている 512 50.4
知らない 468 46.1
無回答 35 3.4
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
知っている 402 39.6
知らない 580 57.1
無回答 33 3.3
総計 1,015 100.0

Q【3】（1） 脳梗塞の治療薬として使われている治療法として、血栓溶解薬（t-PA製剤）があります。この
薬のことをご存知ですか？

Q【3】（2） 血栓溶解薬（t-PA製剤）は発症してから3時間以内に投与しなくてはなりませんが、市民の知
識不足や救急搬送体制・医療体制の問題上、ごく一部の患者さん（脳梗塞患者50人に１人）にしか使わ
れていません。また、治療を受けられる体制の整っている地域と、整っていないために治療を受けるのが
難しい地域があります。こうした問題点があることを、知っていますか？

Q【2】（1）⑨ 患者の悩みや現場での課題について、国をあげた取り組みが行われている（満足度）

Q【2】（2） 総合的に見て、現在の日本の脳卒中医療政策に、どの程度満足していますか？

Q【2】（3） 脳卒中対策基本法では国をあげた取り組みにより、上述の課題が解決されることを目指してい
ます。脳卒中対策基本法が成立することは、脳卒中対策実施のうえで重要かと思いますか？
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回答数 パーセント
とても重要 912 89.9
やや重要 51 5.0

あまり重要でない 4 0.4
全く重要でない 1 0.1

無回答 47 4.6
総計 1,015 100.0

Q【4】（1） あなたにとっての悩みや不安は何ですか？（複数回答可）
回答数 パーセント

1　再発や治療 793 78.1
2　麻痺や痛みなどの身体的な苦痛 363 35.8
3　不安や恐怖などの精神的な苦痛 266 26.2

4　家族の負担 498 49.1
5　仕事や社会的な関わり 196 19.3

6　医療者との関係 141 13.9
7　同病者との交流 97 9.6

8　経済的負担 386 38.0
9　その他 44 4.3
無回答 41 4.0
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても不安 594 58.5
やや不安 310 30.5

あまり不安はない 59 5.8
不安はまったくない 13 1.3

無回答 39 3.8
総計 1,015 100.0

回答数 パーセント
とても必要 833 82.1
やや必要 137 13.5

あまり必要ない 10 1.0
必要ない 3 0.3
無回答 32 3.2
総計 1,015 100.0

Q【3】（3） （2）のような治療法が、全国に広く行き渡ることは重要だと思いますか？

Q【4】（2） ご自身、あるいは、ご家族が脳卒中を経験したことで、人生に不安を感じたことはありますか？

Q【4】（3） 脳卒中の治療やリハビリ、治療後の生活などについて、総合的な情報を提供したり、患者さん
や家族の相談に乗ったりする相談窓口が必要と思いますか？
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